
 

 

  

 

  

7月 22日、愛労連は第 58回定期田大会を一宮市、

一宮スポーツ文化センターで開催しました。 

大会では、今年度のたたかいの成果と、教訓と

した総括と併せ、次年度の運動の基本的構え、賃

金・雇用・権利を守るたたかいをはじめ、大企業

の社会的責任を追及するたたかい。憲法改悪に反

対し、平和と民主主義を守るたたかい。組織強

化・拡大の飛躍をめざしてなど。新たな年度の運

動方針と役員体制を確認し、閉会しました。建交

労からは、保パ、労職、名南、 

関西合同支部など 7名が代議員 

として参加し、大会議長を学童 

保育支部の田村副委員長が務め 

ました。和渕委員長は、春闘・ 

組織・平和活動など建交労の取 

組みを発言しました。 

 
 

 

 

〒４５４-０８４２ 名古屋市中川区宮脇町 2‐99‐2 ℡052‐353‐19１1 FAX052‐362‐5841     

 
 

 

 

  
 

建交労全国青年部の「反核トラックキャランバン」

が広島へ向け行進しています。7月 31日、静岡から引

き継がれ愛知県本部到着し、歓迎と激励が行なわれま

した。労職からは組合員が心込めた千羽鶴や学童・保

育・名南・県本部などから、多くの支援カンパなどが

手渡されました。    

夕方には、名古屋駅西口で「核兵器のない世界、日

本の平和と安全のために！日本憲法を守り、非核・平

和外交を！」と宣伝行動を行ないました。 

名駅宣伝には、静岡・学童など 16名参加しました。 

                                                                                                                                          

 

 

 

 

7月 29日、建交労愛知運輸部会第 15回総会を労働会館に於いて開催しました。   

総会は、愛知労使協の上江洲世話人の進行で行われ、開会あいさつでは、大宝運輸

㈱鈴木取締役営業本部長から「労働問題・健康問題・災害、環境問題など、経営、社

会を取り巻く環境は厳しくなって

きている。また、人手不足の問題

も大変であり、労使間の協力・共同の取組みが重要である。」

と労使協議会の重要性が語られました。協議会では「日野

自動車に於けるトラックの安全対策・環境対策の取組みの

現状」とモービルアイ(衝突防止補助システム)についてデ

ンソーから現状の取組みについて説明を受け、質疑が行わ

れました。愛知労使協議会役員については、再任となりま

した。 

 

 

 

 

7 月 22 日、神田支部「東海ＣＳ分会」(キャッシュサー

ビス) は 17名で結成大会を行いました。 

神田支部の中島委員長は、「カンダ関連で 21 職場があり

9 番目の分会です。みんなで討論・みんなで行動を合言葉

に運動を進めて行こう」と、激励しました。 

支部からは、上村組織統括部長、小城常任委員(関西ＣＳ

分会長)、安藤名古屋分

会長が出席しました。 

愛知県本部からは和

渕委員長が出席し「東

海ＣＳ分会結成の歓迎とさらに神田支部の 1500 名支部建設目標達成に大

きく期待するために共にたたかおう」と、連帯の挨拶を行いました。 

   

 
   


